
小学校第４学年 総合的な学習の時間 学習指導案
期 日 平成25年10月10日（木）第５校時
場 所 南阿蘇村立中松小学校 ４年教室
指導者 教 諭 櫨 川 貴 子（T1)

教 諭 山 下 洋 （T2)
１ 単元名 「なかまつ！お宝さがし隊～発見した『宝もの』をまとめ，伝えていこう～」
２ 単元について
(1)単元観
本単元は，児童が，阿蘇の自然とその恵みによって，阿蘇の人々の暮らしは支えられており，農業

や林業，観光など阿蘇の自然と深く関わっていることを理解し，その恵みに感謝しながら，豊かな自
然を守っていこうとする人々の願いや思いに気付き，共感することで，郷土愛と地域貢献，自然保護

。 ， ，の実践力を育てることをねらいとしている 特に 第４学年では阿蘇が生み出す湧水に着目しながら
熊本市の人口７０万人をはじめ，周辺市町村住民の生活用水すべてを地下水で賄っていること，さら
に，外輪山の外側では，福岡県の筑後川流域市町村，大分県や宮崎県方面までの九州の水瓶になって
いること，そして，阿蘇カルデラの特殊な地形による水の循環のシステムなどについて社会科や理科の
教科と関連づけ，その仕組みに気付かせ，追究させたい。
そこで，中松地区を実際に調べ，阿蘇の地形によって生み出される美しい湧水池が多く点在してい

ることに気付かせ，その湧水池や上流域で阿蘇の自然や水を守っておられる多くの地域や関係機関の
方々と交流させる。そして，その方々の願いや思いに共感させることで，環境保全や地域貢献の意欲
を高め,自分たちにできることを考え，協同的に探究活動を行い,実践化へと高め，地域貢献とともに
自然保護に関して自己有用感や達成感を味わわせたい。
(2)系統観

（ ） （ ）１年 生活科 ２年 生活科 ３・４年共通単元 ５・６年 共通単元

がっこうだいすき わたしのまちをたんけんしよう なかまつ！お宝さ なかまつ！お米つ

～中松のひみつをさがそう～ がし隊（本単元） くり隊

(3)児童観

○本学級は，男子11名，女子5名，計16名であり，大変元気で，明るい雰囲気である。

○３年時において「なかまつお宝さがし隊」の学習を通して，中松全般の自然や伝統についてまと

め，ポスターやリーフレットを公共の場に掲示して情報発信を行っている。その学習では「なか

まつの宝」を意欲的に発信しようとして大変学習意欲が高かった。

○自分の意見や考えを積極的に発表する児童もいるが，自分の思いや考えをうまく整理したり，表

現したりするのが苦手な児童も数名いるので適切な支援が必要である。

○相手をきちんと見て挨拶したり，周りとのコミュニケーションをしたりすることを苦手とする児

童がいる。

○協同的に課題を解決する話し合い活動では，他者の意見をまとめたり，自分の考えと比較したり

しながら聞くことが難しい児童が多いので，なかなか考えがまとまりにくい。

○単元前の学校テーマについての意識は次のとおりである。

質 問 項 目 回答項目 人数 回答項目 人数

南阿蘇村（中松）の「宝物」 水源 16 一心行の大桜 11

日本一長い名の駅 ９ 阿蘇山 ２

「宝物」を調べる方法 調べに行く ８ パソコン ２

人に聞く ５ ファックス電話 ５

「宝物」のよさを伝える方法 駅などに貼る ７ 発表する ２

５ ＣＭ １ポスター・紙にまとめる

チラシを配る ３

調べたことをうまく伝えるために必 はっきりと伝える ５ ２発表の仕方を練習する

要なこと 紙にまとめる ２ １国語などの学習を活かす

(4)指導観
○阿蘇の自然とかかわりのある地域の方や，関係機関などのゲストティーチャーと交流しながら，
体験型学習を多く取り入れる。
○イメージマップを用いて，中松のよさについて自由に出し合ったり，社会科「水はどこから」理
科「自然の中の水」との関連を持たせたりしながら，中松に点在する南阿蘇湧水群に焦点化して
課題設定へとつなげていく。
○学習課題やそれに向けての探究学習を明確にするために，学習計画表をつくり，学習の見通しを持たせる。



○話し合ったことをもとにしたり，ゲストティーチャーなどの助言を聞いたりしながら，自分（た
ち）の考えを修正する場を設ける。
○課題設定や考える過程では感想や考えたことをグループや全体で発表し合い，それに対する新た
な感想や考えを自由に出し合えるような協同的に解決していく学習の場を多く設定する。
○自分たちが調べたことや取り組んでいることの方向性を確認するために情報の交換を計画的に行う。
○自分たちが調べている内容について，異学年と交流することで，互いに有効な情報交換ができる
ようにする。
○学習課題や目的意識をいつも明確に持たせ，根拠や理由に基づく考えや思いを出し合ったり，話
し合ったりして，十分に練り上げを行うことで集団の意思決定を行い，協同的に課題を解決して

いく楽しさや達成感を味わわせる。

【視点１】本単元では，自分たちの 【視点２】本単元では，南阿蘇湧水 【視点３】本単元では,水源をはじ

身近な南阿蘇湧水群や阿蘇の自然に 群を調べることで分かった阿蘇のす め,ゲストティーチャーへの取材が

目を向け，そのすばらしさやよさを ばらしさやそれらを守る人々の思い 多いことから，児童が，タブレッ

発見し，根拠や理由に基づき発信し を，他へ発信したり，ボランティア トPC，デジタルカメラ，ICレコー

ていく方法を話し合いながら，全体 を実践したりして達成感や自己有用 ダー等を主体的，効率的に活用し

としての意思決定を行い，協同的に 感を味わえる授業を目指す。そのた て情報をまとめたり，発信できる

課題を解決していく授業を目指す。 めに，学習の足跡をまとめたり， ような授業を目指す。また,情報発振

また，阿蘇の自然と自分たちの暮ら り返ったり，自己評価，相互評価を 信やデジタルポートフォリオに，W

しを関係付け，どのような実践がで はじめ，ゲストティーチャー等によ ebの活用を行う。さらに，毎時間

きるのかを自分と友達との考えを比 る他者評価や助言の場を多く設けた の授業について効率的，視覚的に

較させ その考えを修正・工夫させ りする。さらに,新たな課題の発見 評価・分析できるようにタッチパネル， ，

思考力・判断力・表現力等を育成し やそれを解決しようとする意欲を高 PCを活用する。

ていく。 める。

３ 単元の目標と評価規準
(1)中松の自然や人に関心を持ちながら身近な南阿蘇湧水群について焦点化
していき自分の調べたいことを明確にして課題を設定することができる。
(2)南阿蘇湧水群の情報を集め，その背景にある阿蘇の自然について調べ，

単 元 の 目 標 必要な情報を整理したり，まとめたりして課題を解決できる。
(3)南阿蘇湧水群の課題を話し合い，その解決策を考え，実践できる。
(4)南阿蘇湧水群や阿蘇の自然のすばらしさについて調べたことを根拠とし
て自分の考えや思いを表現できる。
①中松地区のよさを話し合い，南阿蘇湧水群について調べたいこと，知りた課 題 を つ か む 力

いことをもとに課題を設定している。

①自分の課題に対してどのような方法で調べるのかを考えている。

②南阿蘇湧水群の課題についてみんなで話し合いながら解決方法を考えている。考 え る 力

③自分の考えや思いをどのように伝えれば効果的なのかを考えている。

①保護者や地域の人，学芸員の方から話を聞いたり，友達や異学年から情報情 報 を 集 め る 力

を集めたりしながら，南阿蘇湧水群や阿蘇の自然について調べている。

①集めた情報を取捨選択して，必要な内容を話し合い情報を整理している。情報を選び整理する力

①整理した情報から，気付いたことや分かったことを自分なりの方法で分か情報をまとめる力

りやすくまとめている。
， 。①気付いたことや分かったことを友達と話し合ったり 全体に発表したりしている

②自分たちの気付きや考えをまとめ，生かし，地域の人や自然と積極的にかか か わ る 力
かわっている。
①分かりやすく伝える手段を考え，自分の思いや考えを表現している。伝 え る 力
②友達の気付きを聞いたり，自分の意見を述べたりして，表現の仕方を工夫（表現する力）
している。
①地域の課題解決をめざし，協同して実践している。実 践 す る 力

【視点１】

思考力・判断力・表現力等の育成

【視点２】

学習評価と指導の改善

【視点３】

情報活用能力の育成



４ 指導・評価の計画（５７時間扱い 本時 ２７／５７）
評価の観点（評価方法）指 導 上 の 留 意 点次 時 学 習 活 動 Ｂ基準【三つの視点から】

課題をつかむ力①（ノート・１ 中松の宝物をさがそう。 ○自由に発想させ中松のよさ
観察）１ ５ ○３年時での学習や社会科 をできるだけたくさん出させる。

の校区探検などを思い出し 地域の素晴らしい「宝もの」，【 】 ， ，視点１ 自然 伝統や歴史
中松の宝物を考え，イメー を自分たちで見つけたり，地人の観点を与えながら分類で
ジマップをつくる。 域の人たちに聞いたりして自きるようにする。
・一心行の大桜 ・他教科との関連を図り，学 分たちの住む中松のよさを見
・南阿蘇湧水群（水源） 習意欲を高める。 つけようとしている。
・オオルリシジミ 等

情報を集める力①（ノート・２ 水や自然について調べよ ○未来館・蘇水館や水源ボラ
観察）２ う。 ンティアの方々への質問を考10

○水や自然について知りた えさせる。 水源や阿蘇の自然について，
いこと 自分（たち）が知りたいこと【視点２】インタビューや電話
・水や自然を守っている人が 不思議に思うことを調べていでの応対の仕方を練習して，ボ
いるのか。 ている。ランティアの方にアポイントを

とり，インタビューをして自分・未来館や蘇水館を訪ね
情てみたい （社会科）。 の知りたいことをまとめる。 情報を選び整理する力及び

【視点３】パソコン，表，ポ ①（ノート・○阿蘇の自然や水を守って 報をまとめる力
スターなどにまとめ，自分た 観察）いる方々にインタビューし

て，新聞にまとめる。 集めた情報を分類したり，まちの調べたことを可視化す
○まとめたことを発表する とめたりしている。。 る。

課題をつかむ力①（ノート・３ インタビューした方々の共通 ○水源の美しさ，水のきれい
観察）３ の思いや願いはどのようなのか25 さに着目させ その背景には， ，

を話し合い，気付いたことや 発表したことから，新たな課それを守っている人がいるこ
わかったことを発表する 題を見出している。

（

。 とや，きれいな水を生み出す
阿蘇の自然があることに気付本 ○インタビューした方々の

情報を集める力①（ノート・時 願いに気付いたり，自分た かせ，焦点化していく。
社会科で学習した 観察）27ちの感想を発表したりして 【視点１】

／ 自分たちにできることを考 水源や阿蘇の自然を守っていることや未来館，蘇水館で働く
え，実行する。 方々の思いや活動,水源の美し57 方の思いや願いについて想起

。

）

・水源の清掃活動 さの科学的な根拠等を調べているさせ，水源ボランティアの方
と共通した思いや願いに気付○水源の水のおいしさの秘
くように促す。 かかわる力① （ノート・観密を調べる。
【視点１】相手意識や目的意 察）・水源の水のおいしさを

科学的に調べる。 阿蘇の自然や水を守っている人識を明確にして自分たちので
（阿蘇山，草原のはたら たちの思いを感じ取っている。きること，取り組みたいこと

を話し合い，計画の立案などき）
今後の見通しを立てる。 考える力③（観察）○水源や阿蘇のすばらしさ

， ，をどのように発信していく 水源や阿蘇のよさを だれに【視点３】タブレット型PC，デ
のかを考える。 何のために，どのような方法ジタルカメラなどを活用して，
・水源についての劇やCM で伝えるのかを考えている。自分たちのよさや課題を見出す。

【視点２】互いのよさや課題を 伝える力（表現する力）①②づくり
発表し合ったり，ゲストティー （観察）○水源や阿蘇のすばらしさ

をよりよく伝えるために劇 収集した情報や調べたことをチャーに助言を仰いだりして自
や，CMの方法を話し合った もとに，自分たちの思いがよ分たちの取組を修正し，よりよ
り，見合ったりして練習す り伝わるためにどうすればよい発信ができるようにする。
る。 いのかを話し合い，よりよい
○班や学級で練習を見合いな 劇やCMを作り上げている。
がら，よい点や改善点を出し
合う。

伝える力（表現する力）①②４ 自分たちの取組を発信する。 ○自分（たち）の伝えたい思
（観察）４ ○計画してきたことを実践する。 いを明確にさせ 発信したり12 ， ，

・学習発表会の発表 劇 実践したりさせる。 これまでの話し合いや練習を（ ）
・ホームページでの発信 生かし，自分（たち）の思い【視点１】相手意識，目的意
（CMなど） を伝えている。識をもとに，わかりやすく伝

えるポイントを話し合いなが 実践する力①（観察）・ボランティア活動
自分（たち）の取り組みたいら，よりよい発信を目指し，
ことを主体的に実践してい実践化へと高める。
る。
かかわる力① （ノート・観５ 自分（たち）の１年間の活 ○児童一人一人がこれまでの

５ 動を振り返り，成果と課 取組を振り返り，成果と課題 自分（たち）の行動が阿５ 察）
題，次年度に引き継ぎた を出し合ったり，互いを認め 蘇の自然環境を守っているこ
いことを話し合い，まと 合ったりして達成感，自己有 とや，地域へ貢献しているこ
める。 用感を味わわせる。 とに気付いている。

【視点３】デジタルポートフォリ ①（ノート○保護者，地域の方，ゲスト 情報をまとめる力
オを見ながら，自分たちの足跡を ・観察）ティーチャーからの言葉や手

。紙などを紹介して，達成感を これまでの情報をまとめているたどり，成果と課題を見出す。
味わう。



５ 本時の学習（第３次 27／57時）

(1)目標
自分たちの班の案を出したり，他の班の案を聞いたりしながら，自分たちの思いが伝わるよう

な劇を考えることができる。
(2)評価基準

「考える力 （発表，シート）」
（Ｂ基準）自分たちの思いが伝わるように場面や台詞等について考えている。
（Ａ基準）自分たちの提案したものに改善点を見出したり，思いがよりよく伝わるようなアド

バイスを他の班にしたりしている。
(3)展開

指導上の留意点及び評価 備考過程 学習活動 主な発問・指示等 【三つの視点から】

学習の流れ導入 １ 本時の課題につ T1:３つの班に分かれて， T2：学習の流れが把握できるよ
３分 いて知る。 劇に使いたい場面を考え う，なかまつカードを黒板に貼

(1)本時の流れをつ てきました。今日は，み る。
かむ。 んなで意見を出し合いな Ａ未来館，蘇水館での話 カード

(2)めあてを知る。 がら思いが伝わるような Ｂ水源ボランティア体験
劇を考え合いたいと思い Ｃ火山博物館の先生の話
ます。

みんなで自分たちの思いが伝わるような劇を考えよう！
カード

(3)よりよくするため T1：発表を聞いて，劇で T2：黒板に視点を貼る。 ノート
の聞き手の視点を持 は，どんなやりとりをし ①質問 ふきだし
つ。 たらいいのか考えて，ア ②アドバイス（やりとりのふき

ドバイスをください。 出し）
③感想
④他に取り入れたい場面

展開 ２ 案を説明した（プ T1：今からＡ班から案を T1：各班の発表の支援をする。
ホワイトボード39分 レゼンテーション 紹介してもらいます。必

風）後，質問やアド 要であれば，自分のノー T2：ホワイトボードに写真と 写真
バイスなどを出し合 トを見てもいいです。 理由カードを貼っていく。
う （13分×３班） T1： 発表後） T1：写真にふきだしを貼った ふきだし。 （

①質問はありませんか？ り，意見をホワイトボードに
実物投影機【言語活動】 ②アドバイスを出してく 書いたりする。

【視点３】劇に必要な情報（写必要だとを考えた ださい。
真）を選び，その写真をもとに場面を根拠も示しな ③よいと思ったところな
劇でのやりとりを考える。がら伝えたり，自分 ど 感想を述べましょう， 。

の体験などを基にし ④他に取り入れたい場面 T1：他に取り入れたい場面は，
て考えたアドバイス がありますか？ 今まで出し合った感想や，新
や，気づいたよさを （Ｃ班の時は，T1とT2の 聞，ノートや活動時の写真を
発表者へ伝えたりす 役割を交代する ） ヒントにさせる。。
る。 ○児童が他に取り入れたいと思

う場面を想定し，いくつか写 写真
真を用意しておく。

【 】 ，視点１ 友だちの案を聞いて
どんなやりとりがあればいいの
かを考えたり，他に使いたい場
面を考えたりする。T2：今日の活動の振り返
【視点２】本時の活動の自己評整理 ３ 今日の学習を振り りをシートの「つ」に書
価をタッチパネルPCに入力さ３分 返り，次時の見通し いてください。早く書き

タッチパネルPCを持つ。 終わった人は，自己評価 せ，児童が自分の意識の変容を
振り返りカード(1)振り返る。 を入力してください。 分かりやすく振り返ることがで

きるようにする。

評価：考える力（振り返りカ
ード，タッチパネルPC）
自分たちの思いが伝わるよ
うな劇を考えている。

Ｂ基準に達しない児童への手だて〉T1:次時から，今日出た気 〈
(2)次時の予告を 付きを生かして，みんな 児童に声かけをし，一番心に残
聞く。 で一つの劇にするシナリ る言葉や体験の場面を思い起こ

オを作っていきましょう させる。。
T1：Ａ基準に達する児童の考
えがあったら全体に紹介して
次時につながるまとめとして
紹介する。


